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あっという間の一年でした
60歳以上の市民を対象に、年７回行われているもも倶楽部。
11月の講座は、恒例の正月飾り制作。思い思いのアレンジを加えながら制作に取り組み、新たな一年

を迎える準備をしました。
今年も残すところあとひと月です。 朝晩はぐっと冷え込むようになり、吐く息も白くみえます。
体調には十分気をつけてお過ごしください。
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平成28年度の夕張市功労善行表彰式が、11月９日市役所で行いました。
多年にわたり、各分野で地道な努力を重ね、市政の発展向上に多大なる貢献のあった方々に贈られるものです。表彰さ

れた方 を々ご紹介いたします。

平成28年度夕張市功労・善行表彰
～市政の発展向上に貢献～

「教育関係功労」

小 網 敏 男さん
（69歳）

こ あみ とし お

多年にわたり、社会教育行政の推進に尽力されました。

「社会事業功労」

石 金　  保さん
（79歳）

いし がね たもつ

多年にわたり、福祉活動に積極的に取り組み、福祉のまちづくり
に尽力されました。

「消防防災功労」

田 中  　隆 さん
（69歳）

た なか たかし

多年にわたり、消防団員として消防及び災害の防止に尽力され
ました。

「交通安全実践功労」

中 山 由 勝 さん
（79歳）

なか よしやま かつ

多年にわたり、交通安全意識の高揚と推進に尽力されました。

原　美代子 さん
（82歳）

はら み　 　よ　 　こ

多年にわたり、市庁舎周辺及び千代田三叉路花壇などの植栽、
除草について献身的な管理・整備に貢献されました。

原  　壽 典さん
（85歳）

はら よし すけ

多年にわたり、市庁舎周辺及び千代田三叉路花壇などの植栽、
除草について献身的な管理・整備に貢献されました。

功労表彰

善行表彰

子どもたちの健全育成及びNPO法人ゆうばりファンタへの助成のために多額の寄付をされました。

寄付２件（※寄付者の意志により氏名などは非公表）
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拠点複合施設建設事業基本構想・基本計画策定について
（拠点複合施設検討チームの結成）

11月号広報に拠点複合施設建設事業の背景について掲載しましたが、今月は拠点複合施設建設事業基本
構想・基本計画策定（拠点複合施設検討チームの結成）の背景を説明します。

拠点複合施設を建設することにより本市の抱える課題【教育、子ども子育て】【公共施設】【交通体系】の解
決と拠点機能、交流機能の強化を目指します。

市役所では庁内横断的検討会を開き、２年間検討してきました。これをベースに真に必要な機能や市民が
集い「にぎわい」をつくる魅力ある施設をつくるため、公募の市職員や各関係団体の市民で構成した拠点複
合施設検討チームを７月に結成しました。

拠点複合施設検討チーム

まず始めに

【構　成】
公募の市職員
各関係団体の市民

（ＰＴＡ、文化団体、高校生など）

これを基に

今後は検討チームでワークショップを行い拠点複合施設の機能やこだわりを検討し、基本構想を策定します。

拠点複合施設建設の基本方針である拠点複合施設建設事業基本計画を策定します。

問合せ先
市まちづくり企画室　☎ 52-3141

）
チーム構成は３チーム

道内の先進地視察を行い、８月31日に検討チームの委員ほか市職員120名に「拠点複合施設検討チーム
先進地視察報告会」を開催し、まちづくりに関する情報共有を行いました。また、夕張高校生が生徒からアン
ケートを取った結果を基に「高校生の声を夕張市の未来へ」をテーマに発表し、大きな拍手を受けました。

・子育てチーム
・多目的空間チーム
・アトリウムチーム
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１
日
目
は
市
内
各
所
を
視
察
し
た

後
、市
役
所
で
国
、道
、市
議
会
、市
の

４
者
面
談
を
行
い
ま
し
た
。同
日
の
夕

方
よ
り
実
務
者
レ
ベ
ル
で
の
三
者
協
議

を
開
始
し
、協
議
は
翌
日
の
午
後
ま
で

行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
年
度
は
、昨
年
10
月
に
設
置
し
た

『
夕
張
市
の
再
生
方
策
に
関
す
る
検
討

委
員
会
』が
本
年
３
月
に
市
に
提
出
し

た
報
告
書（
再
生
の
た
め
の
提
言
）を

受
け
て
、本
市
の
財
政
再
生
計
画
の
抜

本
的
な
見
直
し
を
実
施
す
る
べ
く
、計

画
に
新
た
に
盛
り
込
む
内
容
に
つ
い
て

協
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、地
域
再
生・地
方
創

生
の
た
め
、昨
年
度
市
民
と
一
緒
に
作

り
上
げ
た『
夕
張
市
地
方
版
総
合
戦

略
』に
記
載
さ
れ
た
五
つ
の
戦
略
で
あ

る
、

①
若
者
の
定
住
と
子
育
て
支
援

②
新
た
な
人
の
流
れ・交
流
人
口
の
創

出
③
地
域
資
源
を
活
用
し
た
働
く
場
づ

く
り

④
夕
張
の
未
来
を
創
る
プ
ロ
ジ
ェク
ト

⑤
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

を
実
行
す
る
た
め
、ど
の
よ
う
な
事
業

を
ど
う
財
政
再
生
計
画
に
反
映
し

て
い
く
か
、三
者
で
協
議
を
行
い
ま

し
た
。

　

協
議
の
成
果
と
し
て
、財
政
再
生
計

画
の
抜
本
的
見
直
し
を
実
施
す
る
に

あ
た
り
、将
来
に
わ
た
り
夕
張
市
の
行

政
運
営
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
、財

政
再
建
だ
け
で
な
く
地
域
再
生
の
両

立
を
図
る
べ
き
と
の
方
針
で
、市
が
検

討
を
行
っ
て
い
る
項
目
に
つ
い
て
計
画
に

盛
り
込
む
方
向
で
、三
者
が
認
識
を
共

有
し
ま
し
た
。

　

協
議
の
結
果
に
つ
い
て
は
、次
ペ
ー
ジ

の『
国
、北
海
道
及
び
夕
張
市
の
三
者

協
議
』の
開
催
結
果
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

◆
記
者
会
見
で
の
発
言

（
国
）

○
市
内
視
察
で
は
、認
定
こ
ど
も
園
と

し
て
建
替
を
行
う
予
定
の
ユ
ー
パ
ロ

幼
稚
園
や
、先
月
よ
り
試
掘
を
開

始
し
た
炭
層
メ
タ
ン
ガ
ス（
Ｃ
Ｂ
Ｍ
）

の
採
掘
現
場
な
ど
を
視
察
し
ま
し

た
。

○
ま
た
、夕
張
市
の
財
政
再
生
を
着
実

に
進
め
る
一
方
で
、地
域
再
生
と
の

両
立
を
図
る
べ
き
と
の
方
針
の
も

と
、多
く
の
項
目
を
新
た
に
財
政
再

生
計
画
に
盛
り
込
む
方
向
で
協
議

し
、三
者
で
認
識
を
共
有
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

○
市
の
地
域
再
生
計
画
に
基
づ
き
、

C
B
M
の
試
掘
や
複
合
施
設
建
設

に
向
け
た
基
本
計
画
の
策
定
等
が

開
始
さ
れ
、企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

に
よ
る
寄
附
も
予
定
さ
れ
る
な
ど
、

着
実
に
進
ん
で
い
る
事
業
も
出
て

き
て
お
り
ま
す
。

○
今
後
も
市
の
地
域
再
生
の
取
組
が

円
滑
に
進
む
よ
う
、引
き
続
き
夕

張
市
の
話
を
よ
く
聞
き
な
が
ら
、北

海
道
と
連
携
し
、財
政
再
生
計
画

の
抜
本
的
見
直
し
に
向
け
、国
と
し

て
ど
の
よ
う
な
支
援
が
可
能
か
も

含
め
、検
討・協
議
し
て
参
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

（
北
海
道
）

○
視
察
で
は
、特
に
Ｃ
Ｂ
Ｍ
の
試
掘
現

場
に
お
い
て
、地
域
再
生
の一環
と
し

て
、夕
張
市
の
将
来
に
つ
な
が
る
新

た
な
取
組
が
い
よ
い
よ
始
ま
っ
た
こ

と
を
実
感
い
た
し
ま
し
た
。

○
今
回
の
協
議
は
、こ
れ
ま
で
と
は
違

い
、財
政
再
生
計
画
の
抜
本
的
見
直

し
を
ど
の
よ
う
に
行
う
か
と
い
う
大

変
大
き
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、夕
張
市

の
将
来
を
見
据
え
な
が
ら
、幅
広
い

分
野
で
協
議
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

○
そ
れ
ぞ
れ
の
協
議
項
目
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
財
政
再
建
と
地
域
再
生
の

両
立
に
向
け
て
、い
ず
れ
も
重
要
な

取
組
で
あ
る
こ
と
を
強
く
認
識
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、三
者
が一堂
に
会

し
て
そ
の
こ
と
を
共
有
で
き
た
こ
と

は
、再
生
計
画
の
抜
本
的
見
直
し
に

向
け
て
、大
き
な
前
進
に
つ
な
が
っ

た
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

○
道
と
し
て
は
、夕
張
市
の
財
政
再
建

と
地
域
再
生
に
対
し
て
、こ
れ
ま
で

同
様
、で
き
る
限
り
の
支
援
に
努
め

た
い
と
考
え
て
お
り
、今
回
の
協
議

内
容
が
再
生
計
画
に
反
映
さ
れ
る

よ
う
に
、今
後
と
も
、市
や
国
の
皆

様
と
綿
密
に
連
携
し
な
が
ら
、継
続

的
に
協
議
を
進
め
、引
き
続
き
、再

生
計
画
の
見
直
し
に
全
面
的
に
協

力
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

（
市
長
）

○
昨
年
開
催
さ
れ
た
三
者
協
議
終
了

後
の
記
者
会
見
に
お
い
て
、『
夕
張

が
財
政
破
た
ん
を
し
て
か
ら
の
10

年
間
の
変
化
を
検
証
し
、そ
の
結
果

に
基
づ
い
て
ど
の
よ
う
な
方
策
が
必

要
で
あ
る
の
か
検
討
を
行
う
た
め
、

第
三
者
委
員
会
を
設
置
す
る
。』こ

と
を
私
は
表
明
い
た
し
ま
し
た
。

○
そ
の
後
、第
三
者
委
員
会
で
あ
る

『
夕
張
市
の
再
生
方
策
に
関
す
る

検
討
委
員
会
』を
設
置
し
、本
年
３

月
４
日
に
は
報
告
書
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。

○
報
告
書
に
お
い
て
は
、『
こ
れ
ま
で
と

同
様
の
考
え
方
で
財
政
再
建
を
進

め
れ
ば
地
域
社
会
の
崩
壊
に
つ
な
が

る
懸
念
が
あ
る
』こ
と
か
ら
、『
地
域

再
生
や
人
口
減
少
を
食
い
止
め
る

取
り
組
み
を
加
速
さ
せ
、財
政
再

建
と
地
域
再
生
の
調
和
に
向
け
新

た
な
段
階
に
移
行
す
る
こ
と
が
適

当
で
あ
る
。』と
提
言
を
受
け
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

○
私
は
、本
報
告
を
受
け
、直
ち
に
高

橋
は
る
み
北
海
道
知
事
、高
市
早

苗
総
務
大
臣
な
ど
関
係
国
会
議
員

に
面
会
し
、報
告
に
基
づ
き
財
政
再

生
計
画
を
抜
本
的
に
見
直
す
考
え

と
そ
の
支
援
を
要
請
い
た
し
ま
し

た
。そ
の
後
政
府
か
ら
は『
提
言
は

大
変
重
要
な
こ
と
だ
と
考
え
て
い

る
。』『
政
府
と
し
て
し
っ
か
り
と
支

国
、北
海
道
及
び

　
　
　

夕
張
市
の
三
者
協
議
に
つ
い
て

平
成
28
年
10
月
27
日
、
28
日
の
２
日
間
、
夕
張
市
で
、
国
か
ら

総
務
省
自
治
財
政
局
財
務
調
査
課
長
他
３
名
、
北
海
道
か
ら
総

合
政
策
部
地
域
主
権
・
行
政
局
長
他
６
名
、
本
市
か
ら
理
事
他

全
課
長
が
出
席
し
、
実
務
者
レ
ベ
ル
の
三
者
協
議
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

三
者
協
議
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
引
き
続
き
５
回
目
の
開
催

と
な
り
ま
す
。
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え
た
い
』と
い
う
発
言
が
あ
っ
た
と
こ

ろ
で
す
。

○
以
上
の
経
過
を
踏
ま
え
、今
回
の
三

者
協
議
で
は
、再
生
計
画
の
抜
本
的

見
直
し
の
内
容
に
つ
い
て
協
議
を
進

め
、先
に
述
べ
た
項
目
を
新
た
に
盛

り
込
む
方
向
で
三
者
の
認
識
を
共

有
い
た
し
ま
し
た
。

○
新
た
に
財
政
再
生
計
画
に
盛
り
込

む
内
容
は
、

･
昨
年
度
、多
く
の
市
民
が
策
定
委

員
と
し
て
参
画
し
作
り
上
げ
た

『
地
方
版
総
合
戦
略
』の
ア
ク
シ
ョン

プ
ラ
ン
に
記
載
さ
れ
た
事
業

･
市
長
と
の
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
や
、第

三
者
委
員
会
開
催
の
市
民
懇
談
会

で
発
言
さ
れ
た
市
民
の
声

が
基
と
な
っ
て
お
り
、10
年
間
耐
え
忍

ん
で
き
た
市
民
の
想
い
が
つ
ま
っ
た

も
の
と
な
って
い
ま
す
。

○
こ
れ
ら
の
事
業
を
実
施
す
る
に
あ
た

り
、必
要
と
な
る
事
業
費
の
総
額
は

1
0
0
億
円
を
超
え
る
見
通
し
で

あ
り
ま
す
。

○
財
源
確
保
に
つ
い
て
は
、既
に
本
市

の
計
画
期
間
が
前
例
な
き
長
期
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、期
間
延
長
に

よ
る
手
法
は
取
ら
ず
、国
、北
海
道

か
ら『
最
大
限
の
支
援
を
検
討
す

る
』こ
と
に
つ
い
て
表
明
が
あ
り
、三

者
で
確
認
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

○
本
市
と
し
て
は
、国
、北
海
道
の
検

討
と
並
行
し
、企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
な
ど
さ
ら
な
る
歳
入
確
保
に
努

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

○
本
日
の
三
者
協
議
で
、財
政
再
建
と

地
域
再
生
の
両
立
を
実
現
さ
せ
る

新
た
な
段
階
の
道
筋
が
み
え
て
き

ま
し
た
。10
年
間
耐
え
忍
ん
で
き

た
市
民
、職
員
、そ
し
て
本
市
に
寄

り
添
い
、と
も
に
悩
み
、汗
を
流
し

て
く
れ
た
国
、北
海
道
を
は
じ
め
と

す
る
関
係
者
の
皆
様
に
は
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

○
来
年
３
月
の
総
務
大
臣
の
同
意
に

向
け
て
、更
な
る
詳
細
な
部
分
に
つ

い
て
詰
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

問
合
せ
先　

市
財
政
係

☎
52
―
3
1
2
2

「国、北海道及び夕張市の三者協議」の開催結果概要

今年度は、「夕張市の再生方策に関する検討委員会」の提言を受け、財政再生計画の抜本的見直しを
実施するにあたり、将来にわたり夕張市の行政運営に支障が生じないよう、財政再建だけでなく地域
再生の両立も図るべきとの方針で協議を行い、以下の項目について盛り込む方向で、三者で認識を共
有した。

１ 協議の進め方

（１） 若者の定住と子育て支援に関する事業
 認定こども園の整備、若年層・女性向け低家賃賃貸住宅の整備 など
（２） 新たな人の流れ・交流人口の創出に関する事業
 市内体育施設の総合的な指定管理による合宿誘致、石炭博物館の再生　など
（３） 地域資源を活用した働く場づくりに関する事業
 炭層メタンガス（ＣＢＭ）の開発支援及び活用研究、夕張メロン生産の支援や薬木産地化に向けた
 取組　など
（４） 夕張の未来を創るプロジェクトに関する事業
 夕張高校魅力化プロジェクト　など
（５） 持続可能なまちづくりに関する事業
 拠点複合施設の整備、市営住宅再編事業、市立診療所等移転改築 など
（６） 市民の負担軽減
 保育料の見直し、子ども医療費無料化の拡大、市税の超過税率の一部解消　
（７） 行政執行体制
 全国都市最低水準を基本として職員体制等について見直しを実施

２ 協議項目

国・道は上記の項目を実施できるよう、最大限の支援を検討

３ 国・道の支援
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総
務
大
臣
あ
て
に
協
議
を
行
っ
た
「
夕
張
市
財
政
再
生
計
画
の
変
更
〈
平

成
28
年
度
第
５
次
（
11
月
）〉
」
に
つ
い
て
、
総
務
大
臣
か
ら
同
意
が
得
ら
れ

ま
し
た
。

今
回
の
計
画
変
更
に
よ
る
財
政
再
生
計
画
期
間
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

同
意
が
得
ら
れ
た
変
更
の
主
な
内
容
を
次
の
と
お
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

歳　

入

歳　

出

夕
張
市
財
政
再
生
計
画
の
変
更（ 　

  

）と

　
　

平
成
28
年
度
補
正
予
算
の
内
容

平
成
28
年
度

第

５

次

財
政
再
生
計
画
の
変
更

◇
保
育
所
入
所
児
童
扶
助
費
、児
童

手
当
給
付
費
、社
会
保
障・税
番
号
制

度
導
入
に
係
る
総
合
行
政
シ
ス
テ
ム・

生
活
保
護
シ
ス
テ
ム・障
害
者
自
立
支

援
シ
ス
テ
ム・
児
童
手
当
シ
ス
テ
ム・
介

護
保
険
シ
ス
テ
ム
改
修
な
ど
、経
済
対

策
臨
時
福
祉
給
付
金
給
付
事
業
、合

併
浄
化
槽
設
置
費
補
助
、予
防
接
種

健
康
被
害
救
済
措
置
事
業
、発
達
支

援
セ
ン
タ
ー
事
業
、エ
ゾ
シ
カ
緊
急
対
策

事
業
、石
炭
博
物
館
改
修
、民
生
委
員

協
議
会
交
付
金
に
対
し
て
見
込
ま
れ

る
国
道
支
出
金
収
入
の
増

計
画
変
更
額　
６
５
、５
１
４
千
円

◇
基
金
を
活
用
し
た
事
業
を
実
施
す

る
た
め
の「
幸
福
の
黄
色
いハ
ン
カ
チ
基

金
」か
ら
の
繰
入
金
の
増

計
画
変
更
額　
６
、３
６
０
千
円

◇
石
炭
博
物
館
改
修
に
対
し
て
見
込

ま
れ
る
地
方
債
収
入
の
増

計
画
変
更
額　
１
２
５
、７
０
０
千
円

◇
人
事
院
勧
告
に
よ
り
、国
家
公
務

員
の
俸
給
表
の
引
上
げ
と
勤
勉
手
当

０・１
月
分
引
上
げ
の
勧
告
が
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、国
の
取
扱
い
に
準
じ
、給
料
表

と
勤
勉
手
当
の
相
当
分
を
引
き
上
げ

る
経
費
の
増

計
画
変
更
額　
７
、５
４
７
千
円

◇
平
成
27
年
度
決
算
剰
余
金
に
つ
い

て
、今
回
の
補
正
分
の
一
般
財
源
を
控

除
し
た
額
を
財
政
調
整
基
金
積
み
立

て
る
た
め
の
経
費
の
増

計
画
変
更
額　
７
５
９
、１
９
３
４
円

◇
地
方
債
の
新
規
発
行
に
伴
う
後
年

度
の
元
利
償
還
金
に
係
る
経
費
に
つ
い

て
、市
の
実
質
負
担
に
係
る
全
期
間
の一

般
財
源
負
担
分
を
財
政
再
生
計
画
調

整
基
金
に
積
み
立
て
る
た
め
の
経
費
の

増
計
画
変
更
額　
５
１
、０
０
８
千
円

◇
寄
付
金
の
更
な
る
増
収
と
特
産
品

の
Ｐ
Ｒ
の
推
進
を
図
る
た
め
の
新
た
な

返
礼
品
の
拡
充
に
係
る
経
費
の
増

（「
幸
福
の
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
基
金
」か

ら
の
繰
入
金
を
充
当
）

計
画
変
更
額　
２
、１
７
２
千
円

◇
地
方
公
共
団
体
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

強
化
対
策
事
業
に
つ
い
て
、北
海
道
の

構
築
す
る
自
治
体
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ク
ラ
ウ
ド
へ
の
参
加
に
伴
う
構
築
費
負

担
金
の
増

計
画
変
更
額　

16
千
円

◇
国
庫
支
出
金
の
交
付
内
定
に
伴
う

財
源
振
替（
社
会
保
障・税
番
号
制
度

導
入
に
係
る
総
合
行
政
シ
ス
テ
ム・
生

活
保
護
シ
ス
テ
ム・障
害
者
自
立
支
援

シ
ス
テ
ム・児
童
手
当
シ
ス
テ
ム
）

計
画
変
更
額　

０
千
円（
財
源
振
替

の
み
）

◇
拠
点
複
合
施
設
整
備
と
し
て
予
算

計
上
し
て
い
る
道
路
概
略
設
計
に
つ
い

て
、コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
推
進
事
業
へ
事

業
移
管
す
る
こ
と
に
よ
る
経
費
の
増

（「
幸
福
の
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
基
金
」か

ら
の
繰
入
金
を
充
当
）

計
画
変
更
額　
３
、６
０
０
千
円

◇
拠
点
複
合
施
設
整
備
と
し
て
予
算

計
上
し
て
い
る
道
路
概
略
設
計
に
つ
い

て
、コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
推
進
事
業
へ
事

業
移
管
す
る
こ
と
に
よ
る
経
費
の
減
と

測
量
面
積
の
増
加
に
伴
う
現
況
測
量

に
係
る
経
費
の
増（「
企
業
版
ふ
る
さ

と
納
税
」を
充
当
）

計
画
変
更
額　
△
２
、７
５
６
千
円

◇
民
生
委
員
に
関
す
る
費
用
に
つ
い

て
、民
生
委
員
活
動
費
な
ど
の
基
準
額

単
価
が
改
正
さ
れ
る
こ
と
に
伴
う
経

費
の
増（
道
支
出
金
を
充
当
）

計
画
変
更
額　

43
千
円

◇
人
事
院
勧
告
に
よ
り
、国
家
公
務

員
の
俸
給
表
の
引
上
げ
と
勤
勉
手
当

０・１
月
分
引
上
げ
の
勧
告
が
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、特
別
会
計
へ
繰
り
出
す
た
め

の
経
費
の
増（
国
民
健
康
保
険
事
業
会

計
、介
護
保
険
事
業
会
計
、後
期
高
齢

者
医
療
事
業
会
計
、公
共
下
水
道
事

業
会
計
）計

画
変
更
額　
５
７
０
千
円

◇
国
庫
支
出
金
の
交
付
内
定
に
伴
う

特
別
会
計
へ
繰
り
出
す
た
め
の
経
費
の

減（
社
会
保
障・税
番
号
制
度
導
入
に

係
る
介
護
保
険
シ
ス
テ
ム
改
修
な
ど
）

計
画
変
更
額　

０
千
円（
財
源
振
替

の
み
）

◇
後
期
高
齢
者
医
療
給
付
費
負
担
金

に
つ
い
て
、前
年
度
分
負
担
金
の
精
算

に
伴
う
広
域
連
合
への
負
担
金
の
増

計
画
変
更
額　
８
５
３
千
円

◇
国
の
平
成
28
年
度
補
正
予
算（
第

２
号
）に
よ
り
計
上
さ
れ
た
経
済
対
策

臨
時
福
祉
給
付
金
給
付
事
業
を
実
施

す
る
た
め
の
経
費
の
増（
国
庫
支
出
金

を
充
当
）

計
画
変
更
額　
５
４
、２
７
１
千
円

◇
寄
贈
の
申
し
出
の
あ
っ
た
中
間
人
数

層
の
輸
送
に
適
し
た
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
整

備
を
実
施
す
る
経
費
の
増　
　
　
　

（「
幸
福
の
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
基
金
」か

ら
の
繰
入
金
を
充
当
）

計
画
変
更
額　
５
８
８
千
円

◇
認
可
外
保
育
施
設
の
閉
園
な
ど
に

よ
り
、入
所
児
童
が
増
加
し
た
こ
と
に

伴
う
保
育
入
所
児
童
扶
助
費
の
増

（
国
庫
支
出
金
と
道
支
出
金
を
充
当
）

計
画
変
更
額　
２
２
、８
１
４
千
円

◇
当
初
の
予
定
を
上
回
る
転
入
や
児

童
の
出
生
な
ど
に
よ
る
児
童
手
当
給

付
費
の
増（
国
庫
支
出
金
と
道
支
出

金
を
充
当
）

計
画
変
更
額　
３
、８
０
０
千
円

◇
人
事
異
動
に
伴
う
一般
会
計
か
ら
水

道
事
業
会
計
への
予
算
組
替
に
よ
る
特

別
会
計
へ
繰
り
出
す
た
め
の
経
費
の
増

計
画
変
更
額　
１
２
８
千
円

◇
厚
生
労
働
省
に
お
い
て
予
防
接
種

の
健
康
被
害
が
認
定
さ
れ
た
た
め
、申

請
者
に
対
し
、予
防
接
種
法
に
基
づ

き
、給
付
制
度
が
創
設
さ
れ
た
昭
和

52
年
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
給
付
す
る
経
費

の
増（
道
支
出
金
を
充
当
）

計
画
変
更
額　
１
５
３
、７
１
８
千
円

◇
道
支
出
金
の
交
付
内
定
に
伴
う
財

◇
拠
点
複
合
施
設
整
備
に
対
し
て
見

込
ま
れ
る
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の

減
計
画
変
更
額　
△
２
、７
５
６
千
円

◇
平
成
27
年
度
決
算
に
お
い
て
、剰
余

金
８
６
６
、５
６
４
千
円
が
生
じ
た
こ

と
に
よ
る
繰
越
金
の
増

計
画
変
更
額　
８
６
６
、５
６
３
千
円

◇
幼
稚
園
バ
ス
修
繕
に
対
し
て
見
込
ま

れ
る
自
動
車
損
害
保
険
金
収
入
の
増

計
画
変
更
額　
３
０
６
千
円

広報ゆうばり　2016年12月号 ６



予算の補正を行った会計と補正予算額
　平成２８年１１月に総務大臣の同意が得られた「夕張市財政再生計画の変更」に基づき、一般会計
の予算の補正を行うとともに、次の５会計の特別会計について予算の補正を行いました。（単位：千円）

※水道事業会計の予算額は、収益的支出と資本的支出の合計額

他
の
特
別
会
計
の

　
主
な
補
正
の
内
容
を

　
　
　
お
知
ら
せ
し
ま
す

源
振
替（
エ
ゾ
シ
カ
捕
獲
緊
急
対
策
事

業
）

計
画
変
更
額　

０
千
円（
財
源
振
替

の
み
）

◇
清
水
沢
公
衆
ト
イ
レ
浄
化
槽
ブ
ロ
ワ

の
オ
イ
ル
タ
ン
ク
が
破
損
し
た
こ
と
か

ら
、取
替
工
事
を
実
施
す
る
経
費
の
増

計
画
変
更
額　
４
７
６
千
円

◇
清
水
沢
墓
地
管
理
道
路
に
お
い
て
、

破
損
し
た
グ
レ
ー
チ
ン
グ
を
踏
ん
だ
こ

と
に
よ
る
車
両
損
傷
が
発
生
し
た
こ

と
か
ら
、再
発
防
止
の
た
め
に
グ
レ
ー

チ
ン
グ
を
修
繕
す
る
経
費
の
増

計
画
変
更
額　

54
千
円

◇
清
水
沢
墓
地
管
理
道
路
に
お
い
て
、

破
損
し
た
グ
レ
ー
チ
ン
グ
を
踏
ん
だ
こ

と
に
よ
る
車
両
損
傷
が
発
生
し
た
こ

と
か
ら
、そ
の
被
害
者
に
対
す
る
賠
償

金
を
支
払
う
経
費
の
増

計
画
変
更
額　

52
千
円

◇
宮
前
町
浴
場
の
ろ
過
装
置
と
清
陵

浴
場
の
加
温
用
三
方
弁
が
故
障
し
た

こ
と
か
ら
、部
品
を
取
り
替
え
る
経
費

の
増

計
画
変
更
額　
１
８
７
千
円

◇
清
陵
浴
場
内
配
置
の
券
売
機
が
故

障
し
、修
理
不
可
と
判
断
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、更
新
を
行
う
経
費
の
増

計
画
変
更
額　
４
９
６
千
円

◇
民
間
賃
貸
住
宅
建
設
費
補
助
を
活

用
し
た
共
同
住
宅
の
建
設
に
伴
う
合

併
浄
化
槽
設
置
費
補
助
に
係
る
経
費

の
増（
国
庫
支
出
金
を
充
当
）

計
画
変
更
額　
８
９
９
千
円

◇
人
事
異
動
に
伴
う
一般
会
計
か
ら
水

道
事
業
会
計
への
予
算
組
替
に
よ
る
人

件
費
の
減計

画
変
更
額　
△
２
４
０
千
円

◇
発
達
支
援
事
業
に
つ
い
て
、北
海
道

の
実
施
要
領
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に

伴
う
財
源
振
替

計
画
変
更
額　

０
千
円（
財
源
振
替

の
み
）

◇
10
月
１
日
付
け
の
夕
鉄
バ
ス
ダ
イ
ヤ

改
正
に
よ
る
減
便
に
よ
り
、小
中
学
生

の
登
下
校
と
中
学
生
の
部
活
動
に
支

障
が
生
じ
る
こ
と
か
ら
、ス
ク
ー
ル
バ
ス

の
運
行
委
託
先
と
路
線
の
変
更
や
、他

の
バ
ス
、ワ
ゴ
ン
車
、タ
ク
シ
ー
の
運
行
で

対
応
す
る
た
め
の
経
費
の
増

計
画
変
更
額　
１
、２
４
３
千
円

◇
幼
稚
園
バ
ス
に
つ
い
て
、３
か
月
点
検

に
よ
り
リ
ア
ス
プ
リ
ン
グ
の
破
損
が
発

見
さ
れ
た
こ
と
と
、一
般
車
両
と
接
触

事
故
を
起
こ
し
た
こ
と
か
ら
、修
繕
を

実
施
す
る
経
費
の
増（
一
部
自
動
車
損

害
保
険
金
収
入
を
充
当
）

計
画
変
更
額　
３
６
６
千
円

◇
幼
稚
園
バ
ス
が
一
般
車
両
と
接
触
事

故
を
起
こ
し
た
た
め
、相
手
方
に
対
し

損
害
負
担
額
を
支
払
う
経
費
の
増

計
画
変
更
額　

27
千
円

◇
中
学
校
の
排
水
管
が
詰
ま
り
、浄

化
槽
ま
で
汚
水
が
流
れ
な
く
な
っ
た
こ

と
か
ら
、排
水
管
を
清
掃
す
る
経
費
の

増

計
画
変
更
額　
１
４
８
千
円

◇
点
検
に
よ
り
石
炭
博
物
館
地
階
に

設
置
さ
れ
て
い
る
防
火
シ
ャ
ッ
タ
ー
が

動
作
し
な
い
状
態
に
あ
る
こ
と
が
指
摘

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、取
替
工
事
を
実
施

す
る
経
費
の
増

計
画
変
更
額　
２
８
４
千
円

国
民
健
康
保
険
事
業
会
計

●
平
成
28
年
10
月
１
日
施
行
の
被
用

者
保
険
の
適
用
拡
大
に
伴
う
前
期
高

齢
者
納
付
金
の
増

●
人
事
院
勧
告
に
よ
り
、国
家
公
務

員
の
俸
給
表
の
引
上
げ
と
勤
勉
手
当

０・１
月
分
引
上
げ
の
勧
告
が
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、国
の
取
扱
い
に
準
じ
、給
料
表

と
勤
勉
手
当
の
相
当
分
を
引
き
上
げ

る
経
費
の
増

公
共
下
水
道
事
業
会
計

●
人
事
院
勧
告
に
よ
り
、国
家
公
務

員
の
俸
給
表
の
引
上
げ
と
勤
勉
手
当

０・１
月
分
引
上
げ
の
勧
告
が
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、国
の
取
扱
い
に
準
じ
、給
料
表

と
勤
勉
手
当
の
相
当
分
を
引
き
上
げ

る
経
費
の
増

介
護
保
険
事
業
会
計

●
市
内
介
護
事
業
者
が
介
護
ロ
ボ
ッ
ト

を
導
入
す
る
際
に
助
成
す
る
た
め
の

経
費
の
増

●
人
事
院
勧
告
に
よ
り
、国
家
公
務

員
の
俸
給
表
の
引
上
げ
と
勤
勉
手
当

０・１
月
分
引
上
げ
の
勧
告
が
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、国
の
取
扱
い
に
準
じ
、給
料
表

と
勤
勉
手
当
の
相
当
分
を
引
き
上
げ

る
経
費
の
増

後
期
高
齢
者
医
療
事
業
会
計

●
人
事
院
勧
告
に
よ
り
、国
家
公
務

員
の
俸
給
表
の
引
上
げ
と
勤
勉
手
当

０・１
月
分
引
上
げ
の
勧
告
が
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、国
の
取
扱
い
に
準
じ
、給
料
表

と
勤
勉
手
当
の
相
当
分
を
引
き
上
げ

る
経
費
の
増

水
道
事
業
会
計

●
人
事
院
勧
告
に
よ
り
、国
家
公
務

員
の
俸
給
表
の
引
上
げ
と
勤
勉
手
当

０・１
月
分
引
上
げ
の
勧
告
が
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、国
の
取
扱
い
に
準
じ
、給
料
表

と
勤
勉
手
当
の
相
当
分
を
引
き
上
げ

る
経
費
の
増
並
び
に
人
件
費
の
実
行

見
込
額
に
よ
る
減

◇
石
炭
博
物
館
改
修
に
つ
い
て
、地
域

づ
く
り
総
合
交
付
金
の
制
度
上
、過
疎

対
策
事
業
債
と
同
時
に
用
い
る
こ
と
が

で
き
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
こ
と
に
伴

う
財
源
振
替

計
画
変
更
額　

０
千
円（
財
源
振
替

の
み
）

◇
平
成
27
年
度
に
国
か
ら
概
算
交
付

さ
れ
た
養
育
医
療
費
等
国
庫
負
担
金

の
精
算
に
伴
う
返
還
金
の
増

計
画
変
更
額　
１
３
０
千
円

会　　計　　名
一 　 般 　 会 　 計
国民健康保険事業会計
公共下水道事業会計
介 護 保 険 事 業 会 計
後期高齢者医療事業会計
水 道 事 業 会 計

補正前の予算額 11月の補正予算額 補正後予算額
11,562,054 1,061,687 12,623,741
1,839,141 269 1,839,410
270,453 90 270,543
1,661,530 1,223 1,662,753
235,821 47 235,868
3,316,844 △1,715 3,315,129
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冬
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に

      

除
排
雪
作
業
に
協
力
を

　

冬
を
安
全
で
快
適
に
過
ご
せ
る
よ

う
に
、除
排
雪
作
業
を
行
い
ま
す
。

  

除
排
雪
作
業
を
円
滑
に
行
う
に
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要
で
す
。

　

国
道
、道
道
と
の
交
差
点
な
ど
は
、

国
や
北
海
道
の
協
力
に
よ
り
段
差
の

解
消
を
行
い
、わ
だ
ち
に
つ
い
て
は
直
営

車
両
に
よ
り
市
民
生
活
に
最
低
限
支

障
が
生
じ
な
い
よ
う
に
日
中
の
体
制
で

対
応
し
ま
す
。

〔
除
雪
体
制
〕

　

除
雪
作
業
は
、午
前
３
時
ま
で
に
15

㎝
を
超
え
た
と
き
や
、早
朝
に
か
け
て

15㎝
以
上
の
降
雪
が
確
実
視
さ
れ
る
と

き
。地
域
の
状
況
や
降
雪
・
雪
質
の
状

況
に
よ
っ
て
は
15
㎝
未
満
で
も
出
動
し

ま
す
。　

　

作
業
時
間
は
、午
前
３
時
過
ぎ
か

ら
、皆
さ
ん
の
通
勤
、通
学
な
ど
に
間
に

合
う
よ
う
に
午
前
７
時
頃
ま
で
に
終

え
る
予
定
で
す
が
、気
象
条
件
や
降
雪

に
よ
っ
て
は
、時
間
内
に
終
わ
ら
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
。

　

特
に
吹
雪
な
ど
、前
が
見
え
な
い
と

き
は
事
故
防
止
の
た
め
、作
業
を
一
時

ス
ト
ッ
プ
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〔
除
雪
作
業
に
つ
い
て
の
お
願
い
〕

★
路
上
駐
車
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

★
道
路
に
物
を
置
か
な
い
。

★
道
路
に
雪
を
出
さ
な
い
。

★
置
き
雪
の
除
雪
は
、各
家
庭
で
処
理

願
い
ま
す
。

★
子
ど
も
た
ち
を
作
業
中
の
除
雪
機

械
に
近
づ
か
な
い
よ
う
に
、声
か
け
し

て
く
だ
さ
い
。

〔
雪
捨
て
場
〕

  

市
で
管
理
し
て
い
る
雪
捨
て
場
は
、５

カ
所
で
す
。そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
に
指
示

看
板
が
あ
り
ま
す
の
で
、順
序
良
く
危

険
の
な
い
よ
う
に
捨
て
て
く
だ
さ
い
。請

負
な
ど
で
捨
て
る
場
合
は
、捨
て
た
雪

を
押
し
て
く
だ
さ
い
。

※
例
年
、雪
捨
て
場
に
雪
と一緒
に
ゴ
ミ

を
捨
て
て
い
る
方
が
い
ま
す
。不
法
投

棄
に
な
り
ま
す
の
で
、絶
対
や
め
て
く

だ
さ
い
。

※
時
間  

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

〔
除
雪
に
つ
い
て
の
問
合
せ
先
〕

◆
市
道　

市
建
設
農
林
課
都
市
計
画

土
木
係　
　
　
　

☎
52
―
3
1
5
9

◆
国
道　

札
幌
開
発
建
設
部
岩
見
沢

道
路
事
務
所
維
持
課

☎
0
1
2
6
―
22
―
4
0
0
0

◆
道
道　

北
海
道
札
幌
建
設
管
理
部

長
沼
出
張
所

☎
0
1
2
3
―
88
―
2
3
4
6

　

お
酒
は
、生
活
の
一
部
と
し
て
親
し

ま
れ
て
い
ま
す
が
、健
康
障
害
や
飲
酒

運
転
を
含
め
た
社
会
問
題
と
の
関
連

が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

１
日
の
飲
酒
量
が
増
え
る
ほ
ど
、が

ん
･
高
血
圧
･
脳
出
血
･
脂
質
異
常

症
な
ど
の
発
症
リ
ス
ク
が
高
く
な
り
ま

す
。生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
を
高
め
る

飲
酒
量
は
、お
酒
に
含
ま
れ
る
純
ア
ル

コ
ー
ル
量
で
１
日
平
均
男
性
40
ｇ（
約

日
本
酒
２
合
）以
上
、女
性
20ｇ（
約
日

本
酒
１
合
）以
上
で
す
。ま
た
、１
日
平

均
60ｇ
以
上
の
飲
酒
は「
多
量
飲
酒
」

と
定
義
さ
れ
、ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
だ

け
で
な
く
、家
族
へ
の
影
響
や
社
会
問

題
を
生
じ
る
リ
ス
ク
を
高
め
ま
す
。

　

飲
酒
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
考
え
方

は
、お
酒
と
健
康
の
問
題
に
つ
い
て
適

切
な
判
断
が
で

き
る
よ
う
、未
成

年
者
の
発
達
や

健
康
へ
の
影
響
、

胎
児
や
授
乳
中

の
乳
児
へ
の
影
響

を
含
め
た
、健
康

と
の
関
連
や「
リ

ス
ク
の
少
な
い
飲

酒（
適
正
飲
酒
）」

な
ど
、正
確
な
知

★
★
雪
捨
て
場
★
★

末広 千代田

清水沢 沼ノ沢 紅葉山

識
を
普
及
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
現
状
と
目
標
】

●
生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
を
高
め
る
量

を
飲
酒
し
て
い
る
者
の
割
合
の
減
少

　

平
成
27
年
度
夕
張
市
国
保
特
定
健

診
受
診
者
の
生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
を

高
め
る
量
を
飲
酒
し
て
い
る
者
の
割
合

は
、男
性
28・5
％
、女
性
38・7
％
と
、

と
も
に
全
国
や
全
道
よ
り
も
高
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。

【
対
策
】

①
飲
酒
の
リ
ス
ク
に
関
す
る
教
育
・
啓

発
の
推
進

　

多
量
飲
酒
の
害
や
ア
ル
コ
ー
ル
依
存

症
、飲
酒
が
及
ぼ
す
影
響
な
ど
に
つ
い

て
、広
報
や
保
健
事
業
で
周
知
啓
発

し
、適
正
飲
酒
に
つ
い
て
の
助
言
や
情

報
提
供
を
行
い
ま
す
。

②
適
正
飲
酒
に
よ
る
生
活
習
慣
病
発

症
予
防
の
推
進

　

健
診
結
果
に
基
づ
い
た
適
正
な
飲

酒
へ
の
個
別
指
導
、飲
酒
に
よ
る
有
所

見
率
の
比
較
な
ど
健
診
デ
ー
タ
の
分
析

を
行
い
ま
す
。

　

お
酒
の
代
謝
能
力
は
人
そ
れ
ぞ
れ

で
す
。適
量
を
守
る
た
め
に
は
周
囲
の

理
解
や
協
力
が
強
い
味
方
に
な
り
ま

す
。

保
健
師　

辻　

弓
香
子 

ビール 日本酒 焼　酎 ウイスキー
ブランデー ワイン

アルコール
度数（度） 5 15 20 43 12

量（ml） 500 180 125 60 200

【１日の適正飲酒量の目安（純アルコールで20g）】

健
康
ゆ
う
ば
り
21
　
飲
酒
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市
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況

夕
張
市

夕
張
市
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況

夕
張
市
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況

（１）
採
用
及
び
競
争
試
験（
平
成
27
年

度
採
用
分
）

（１）
勤
務
時
間

（１）
分
限
処
分

（２）
退
職（
平
成
27
年
度
退
職
分
）

（２）
休
暇
等
の
状
況

（２）
懲
戒
処
分

（２）
勤
務
成
績
の
評
定

（２）
公
務
災
害
の
認
定

 

平
成
27
年
度
に
お
け
る
人
事
行
政
の

運
営
等
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
後
日
夕

張
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
予

定
で
す
。

①
年
次
休
暇

 

　
一の
年
に
つ
き
20
日
間
与
え
ら
れ
、

翌
年
に
20
日
を
限
度
に
繰
り
越
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。平
成
27
年
の一

人
当
た
り
平
均
日
数
は
７・６
日
で

取
得
率
は
19・０
％
で
し
た
。

②
そ
の
他
の
休
暇

　
　

病
気
休
暇
の
ほ
か
出
産
休
暇
等

の
特
別
休
暇
が
条
例
で
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。ま
た
、介
護
休
暇
や
組

合
休
暇
は
無
給
休
暇
と
し
て
条
例

で
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

③
育
児
休
業
･
部
分
休
業
の
取
得
状
況

　
　

育
児
休
業
は
育
児
休
業
法
に
よ

り
子
が
満
３
歳
に
達
す
る
ま
で
の

間
職
務
に
専
念
す
る
義
務
が
免
除

さ
れ
る
制
度
で
す
が
、平
成
27
年
度

に
取
得
し
た
職
員
は
０
名
で
す
。

　

分
限
処
分
と
は
任
命
権
者
が
職

員
の
意
に
反
す
る
処
分
を
で
き
る

場
合
で
あ
り
、平
成
27
年
度
に
処

分
を
受
け
た
職
員
は
３
名
で
す
。

（１）
職
員
研
修

　

職
員
に
は
勤
務
能
率
の
増
進
な

ど
の
た
め
研
修
を
受
け
る
機
会
を

与
え
ら
れ
ま
す
が
、平
成
27
年
度

は
派
遣
研
修
な
ど
に
延
べ
75
人
の

職
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

（１）
健
康
診
断

　

職
員
に
は
安
全
衛
生
管
理
規
則

に
よ
り
、各
種
の
健
康
診
断
等
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、平
成
27

年
度
は
定
期
健
康
診
断
な
ど
延
べ

1
9
0
人
の
職
員
が
受
診
し
ま
し

た
。

（３）
職
員
福
利
厚
生
会

　

地
方
公
務
員
法
第
42
条
の
規
定

に
よ
り
、職
員
の
福
利
厚
生
事
業
を

行
う
こ
と
を
目
的
に
設
立
さ
れ
、職

員
の
会
費
と
市
の
交
付
金
な
ど
で

運
営
さ
れ
て
い
ま
す
が
、平
成
17
年

度
以
降
は
市
か
ら
の
交
付
金
は
交

付
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

懲
戒
処
分
は
本
人
の
行
為
に
対

す
る
制
裁
的
性
格
を
有
す
る
処
分

で
あ
り
、平
成
27
年
度
に
処
分
を

受
け
た
職
員
は
１
名
で
す
。

･
職
務
に
専
念
す
る
義
務
の
特
例
に

関
す
る
承
認
の
状
況

　
　

職
員
は
勤
務
時
間
中
、職
務
に

専
念
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
さ
れ

て
い
ま
す
が
、特
例
で
研
修
や
定
期

健
康
診
断
等
を
受
け
る
時
間
に
限

り
、任
命
権
者
の
承
認
に
よ
り
こ
の

義
務
が
免
除
さ
れ
ま
す
。平
成
27

年
度
は
延
べ
10
件
の
申
請
が
あ
り

す
べ
て
承
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

職
員
の
正
式
任
用
及
び
昇
任
時

（
主
事
、主
事
補
な
ど
）に
試
験
及
び
勤

務
成
績
の
評
定
を
行
って
い
ま
す
。

77 ５ １ ２ ８

14 １ １

91 ５ ２ ２ ０ ９

行 政 職

消 防 職

合 計

大学卒 短大卒 高校卒

区　　分 受験者数 競　争　試　験

採　　　　　　　用

選　考 小　計

区　　分

消　 防　 職

合　　計

定年

３

４

７

勧奨 分限 懲戒 死亡 普通

２

１

１

４

計

５

５

１

11

事務職

技術職

労務職

一　般
行政職

勤　務　時　間 週38時間45分
（１日７時間45分）

８時45分

17時30分

60分

土・日曜日

始 業

終 業

休憩時間

週 休 日

勤務時間の
割 り 振 り

区　分 件　数

公　務

災　害
０　人

通　勤

災　害
０　人

職
員
の
採
用
や
退
職

　

 

及
び
競
争
試
験
の
状
況

勤
務
時
間
そ
の
他

　
　
　

  

勤
務
条
件
の
状
況

分
限
及
び

　
　
　

懲
戒
処
分
の
状
況

研
修
及
び
勤
務
成
績
の

特
例
に
関
す
る
承
認
の
状
況

職
員
の
福
祉
及
び

　
　
　

  

利
益
保
護
の
状
況

服
務
の
状
況
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表
２
は
、平
成
27
年
度
決
算
に

お
け
る
職
員
給
与
費
の
内
訳
で
す
。

給
与
費
と
は
人
件
費
の
う
ち
職
員

に
毎
月
支
給
さ
れ
る
給
料
、扶
養
手

当
な
ど
の
各
種
手
当
及
び
民
間
の

賞
与
に
相
当
す
る
期
末・勤
勉
手
当

な
ど
の
支
給
額
の
合
計
を
い
い
ま

す
。

市
職
員
の
給
与
は
、そ
の
職
務
と

責
任
に
応
じ
た
基
本
給
と
し
て
の

給
料
と
、扶
養
手
当
･
通
勤
手
当

な
ど
の
諸
手
当
を
含
め
て
支
給
し

て
お
り
、給
与
の
額
は
国
や
民
間
企

業
の
状
況
を
考
慮
し
市
議
会
の
議

決
を
経
て
条
例
で
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。以

下
平
成
27
年
度
決
算
の
状
況

と
平
成
28
年
４
月
１
日
の
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。な
お
、本
市
は

財
政
再
建
の
た
め
、平
成
19
年
度
か

ら
平
成
21
年
度
ま
で
平
均
30
％
、

平
成
22
年
度
か
ら
平
均
20
％
の
給

料
削
減
、平
成
27
年
度
か
ら
平
均

15
％
の
給
料
削
減
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

人
件
費
に
は
、職
員
に
支
給
す

る
給
与
、使
用
者
が
負
担
す
る
共

済
費
の
ほ
か
、特
別
職
の
給
料
、市

議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
各
種

委
員
の
報
酬
な
ど
幅
広
い
範
囲
の

費
用
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

表
１
は
、平
成
27
年
度
普
通
会

計
決
算
の
歳
出
の
状
況
で
す
。歳

出
全
体
に
占
め
る
人
件
費
の
割
合

は
９・４
％
と
な
って
い
ま
す
。

給
与
の
状
況

（１）
人
件
費

（２）
職
員
の
給
与

給
料
の
月
額
は
給
料
表
で
決
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

表
３
は
、平
成
28
年
４
月
１
日
現

在
の一
般
行
政
職
の
初
任
給
を
表
し

て
い
ま
す
。

（３）
給
料
と
初
任
給

表
４
は
、平
成
28
年
４
月
１
日
現

在
の
民
間
企
業
の
賞
与
に
相
当
す

る
期
末・勤
勉
手
当
の
状
況
を
表
し

て
い
ま
す
。

退
職
手
当
は
、表
５
の
と
お
り
退

職
理
由
と
勤
続
年
数
に
応
じ
た
支

給
率
に
退
職
時
の
給
料
月
額
を
乗

じ
て
算
出
さ
れ
ま
す
。

（４）
期
末・勤
勉
手
当
と
退
職
手
当

市
長
等
の
給
料
、市
議
会
議
員

の
報
酬
及
び
期
末
手
当
は
、表
６
の

と
お
り
で
す
。こ
れ
ら
の
特
別
職
の

給
与
な
ど
は
市
議
会
の
議
決
を
経

て
条
例
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。平

成
19
年
４
月
１
日
か
ら
特
別
職
の

給
料
な
ど
に
つ
い
て
は
、市
長
の
約

70
％
削
減
を
は
じ
め
大
幅
に
削
減

し
て
い
ま
す
。

（５）
特
別
職
の
給
料
と
報
酬

表
７
は
、４
月
１
日
現
在
の
職
員

数
を
前
年
度
と
の
比
較
で
表
し
て
い

ま
す
。

（６）
定
員
の
状
況

表１．人件費の状況（平成27年度普通会計決算）

表２．職員給与の状況（平成27年度普通会計決算）

表３．一般行政職初任給 表４．期末・勤勉手当

表６．特別職の給料、報酬など表５．退職手当

表７．定員の状況

区　　分

27年度

住民基本台帳
（28.3.31現在） 歳　出　Ａ 人　件　費　Ｂ 人件費率（Ｂ／Ａ）

9,025 11,006,280 1,031,858 9.4
人

人

円 円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 ％

注１ 記載の数値は「地方財政状況調査」の普通会計決算によるものです。
　２ 歳出Ａは、歳出総額から前年度繰上充用金（本年度は0円）を除いた実質的な27年度の歳出額です。

区　分
１人当たり
の給与費
　　　（B／A）

27年度 127 388,222 220,266 131,927 740,415 5,830

職員数
　　　　　　A

給　　料 職員手当 期末･勤勉
手 当 計

　　　　　B

給　　　与　　　費

区　　分 市 国（一般職）

158,200 176,200

129,500 144,800

大卒

高卒

一般
行政職

区　分 期　末 勤　　勉

６　月 0.80月分 0.75月分

12 月 1.00月分 0.85月分

計 1.80月分 1.60月分

･職制・職務上の級等による加算を廃止しています。
･独自削減により期末手当を0.8ヶ月分削減しています。

勤続年数 自己都合 勧奨・定年

20年 18.27月分 22.838月分

25年 29.3625月分 35.235月分

35年 41.325月分 49.590月分

最高限度 43.5月分 49.590月分

定年前早期退職特例措置の廃止

区　分 給料または報酬 期末手当

259,000円 市　長

－　円副市長

230,000円 議　長

200,000円 副議長

180,000円 議　員

６月～1.125月
12月～1.325月
（平成23年７月
より当市に副市
長を置かないこ
とにしました。）

職員区分
一 般 行 政 部 門
教 育 部 門
消 防 部 門
普 通 会 計
水 道 会 計
そ の 他 会 計
公営企業等会計

合　　計

27年度
77人
10人
40人
127人
３人
16人
19人
146人

28年度
73人
12人
41人
126人
３人
15人
18人
144人

増　減
▲４人
２人
１人
▲１人
０人
▲１人
▲１人
▲２人
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空
知
管
内
の
高
校
生
、保
護
者
、教
員
が

集
る「
高
校
生
と
語
る
つ
ど
い
」が
ネ
イ
パ
ル

深
川
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
は
、３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、木
の

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
や
オ
ブ
ジ
ェ
、フ
ォ
ト
フ
レ
ー
ム
制

作
を
行
い
ま
し
た
。午
後
は
、札
幌
市
立
大
学

准
教
授　

武
田
亘
明
氏
に
よ
る「
情
報
社
会

を
生
き
抜
く
！
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
積
極
的
な
活
か
し

方
」に
つ
い
て
の
講
演
を
聞
き
ま
し
た
。そ
の

後
、参
加
者
は
10
分
科
会
に
分
か
れ
、携
帯
電

話
の
利
点
や
改
善
点
、今
後
の
使
い
方
に
つ
い

て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

本
校
か
ら
は
、生
徒
２
名（
１
年
生
熊
谷
晴

佳
、山
下
幸
音
）、保
護
者
３
名（
伊
藤
慎
一
会

長
、宮
岸
美
友
紀
副
会
長
、成
田
千
鶴
子
会

計
監
査
）、教
員
２
名
が
参
加
し
ま
し
た
が
、

他
校
と
積
極
的
に
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
を
図
る

こ
と
が
で
き
、実
り
多
い
時
間
と
な
り
ま
し

た
。

　

平
成
29
年
度
６
月
に
は
、Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

北
海
道
大
会
が
滝
川
市
に
お
い
て
開
催
さ
れ

ま
す
の
で
沢
山
の
ご
参
加
を
宜
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

ゆ
う
ば
り
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
た
第
59
回
音
楽
発
表
会
に
、本
校
吹
奏

楽
部
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

吹
奏
楽
部
は
、２
年
生
５
名
と
い
う
少
な
い

人
数
で
活
動
を
し
て
い
ま
す
。こ
の
日
は
、顧

問
の
吉
澤
先
生
の
指
揮
の
も
と
、「
ホ
ー
ル
ニュ

ー
ワ
ー
ル
ド
」、「PERFECT

　

HUM
A
N

」

の
２
曲
を
演
奏
し
ま
し
た
。「PERFECT

　

HUM
A
N

」で
は
、ご
来
場
の
皆
様
が
手
拍
子

し
て
下
さ
っ
た
り
、歌
詞
を
口
ず
さ
む
小
学
生

の
姿
も
見
ら
れ
、会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

　

札
幌
学
院
大
学
で
行
わ
れ
た
平
成
28
年

度
北
海
道
高
等
学
校
商
業
実
務
競
技
新
人

大
会
に
、ワ
ー
プ
ロ
部
の
４
名（
１
年
生
２
名
、

２
年
生
２
名
）が
出
場
し
ま
し
た
。

　

結
果
は
、20
校
中
10
位
と
健
闘
し
、日
頃
の

練
習
の
成
果
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

今
年
度
、夕
張
高
校
は
、創
立
80
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。そ
の
記
念
と
し
て
、10
月
30
日

は
、本
校
体
育
館
で
記
念
式
典
が
挙
行
さ
れ
、

ホ
テ
ル
シ
ュ
ー
パ
ロ
で
祝
賀
会
が
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

式
典
で
は
、２
年
生
の
本
間
美
菜
さ
ん
が

校
歌
伴
奏
を
し
、３
年
生
の
佐
藤
舞
奈
香
さ

ん
が
生
徒
代
表
挨
拶
を
述
べ
る
な
ど
、本
校

生
徒
の
輝
く
場
面
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

協
賛
会
の
皆
様
に
よ
っ
て
、盛
大
な
式
典・祝

賀
会
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

６
校
時
に
、平
成
28
年
度
後
期
お
よ
び
平

成
29
年
度
前
期
生
徒
会
執
行
役
員
選
挙
が

行
わ
れ
、２
年
生
５
名
、１
年
生
３
名
の
計
８

名
が
立
候
補
し
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、立
候
補
者
の
意
気
込
み
を

　

４
、５
校
時
目
に
、第
１
学
年
で
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

を
題
材
と
し
た
家
庭
科
と
英
語
科
の
授
業
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

４
校
時
に
カ
ボ
チ
ャ
を
使
っ
た
お
菓
子
を
調

理
し
、５
校
時
に
、お
菓
子
を
食
べ
な
が
ら
英

語
を
使
っ
た
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、事
前
学
習
と
し
て
、情
報
科

の
授
業
で
先
生
へ
招
待
状
を
作
成
し
ま
し

た
。当
日
は
、多
く
の
先
生
に
授
業
を
参
観
し

て
い
た
だ
き
、生
徒
は
大
い
に
盛
り
上
が
って
い

ま
し
た
。

聞
き
、夕
張
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
よ

り
借
用
し
た
投
票
箱
に
投
票
用
紙
を
入
れ
て

い
き
ま
し
た
。

　

開
票
結
果
は
、立
候
補
者
８
名
全
員
が
当

選
し
ま
し
た
。今
後
の
生
徒
会
活
動
に
期
待

し
ま
す
。

時間や詳しい内容については、決まり次第夕張高等学校のホームページでお知らせします。
ご不明な点は問合せ先まで。

問合せ先　夕張高等学校　☎59-7110

命についての保健講話

12月19日
夕張高等学校視聴覚教室
四天王寺学園小学校・中学校カウンセラー　阪中　順子 氏

と 　 き
と こ ろ
講 　 師

キ
ラ
リ
！
〜
魅
力
あ
る
高
校
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
〜

問
合
せ
先　

夕
張
高
校　

☎
59
―
７
１
１
０

北
海
道
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
主
催

「
高
校
生
と
語
る
つ
ど
い
」  

10
月
14
日

北
海
道
高
等
学
校

商
業
実
務
競
技
新
人
大
会
　
10
月
30
日

第
59
回 

音
楽
発
表
会
　
10
月
15
日

夕
張
高
等
学
校
創
立
80
周
年
記
念

　
　
　
式
典
・
祝
賀
会
　
10
月
30
日

生
徒
会
執
行
役
員
選
挙
　
10
月
14
日

授
業
で
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
　
10
月
31
日
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日
赤
社
資
募
集

除
雪
機
の

　
　

  
貸
し
出
し
に
つ
い
て

無
利
子
で
お
貸
し
し
ま
す

母
子・父
子・寡
婦
福
祉
資
金

市
営・道
営
住
宅
冬
季
対
策

　

本
格
的
な
冬
を
迎
え
る
時
季
と
な

り
ま
し
た
。住
宅
の
冬
季
対
策
に
つ
い

て
、次
の
こ
と
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

設
備
な
ど
の
点
検

◆
水
落
と
し
は
正
常
に
作
動
し
て
い

ま
す
か
。

◆
灯
油
タ
ン
ク
か
ら
暖
房
器
具
ま
で
の

ゴ
ム
ホ
ー
ス
の
劣
化
に
よ
り
、床
な
ど
に

灯
油
が
漏
れ
た
跡
な
ど
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。事
前
に
点
検
し
、場
合
に
よ
っ
て

は
専
門
業
者
に
確
認
し
て
も
ら
っ
て
く

だ
さ
い
。

長
期
間
の
留
守

　

冬
に
長
期
に
わ
た
り
住
宅
を
留
守

に
す
る
場
合
は
、水
落
し
は
も
ち
ろ
ん
、

必
ず
排
水
口
に
不
凍
液
を
入
れ（
凍
結

に
よ
り
便
器
が
割
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。）、留
守
に
す
る
こ
と
を
市
に
届

け
出
て
く
だ
さ
い
。

除
雪
な
ど
に
つ
い
て

◆
通
路
な
ど
の
共
用
部
分
は
入
居
者

の
皆
さ
ん
で
協
力
し
、ト
ラ
ブ
ル
の
無
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
入
居
住
宅
の
屋
根
の
雪
下
ろ
し
は
、

入
居
者
が
責
任
を
持
っ
て
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

過
去
に
実
際
に
発
生
し
た
事
例

◆
水
落
と
し
を
し
な
か
っ
た
た
め
に
水

道
が
凍
結
し
て
し
ま
っ
た
。

◆
ア
パ
ー
ト
で
物
置
に
置
い
た
灯
油
タ

　

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
コ

ミ
ュニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
活
用
し
て
購

入
し
た
除
雪
機
を
貸
し
出
し
し
ま

す
。

貸
出
対
象　

町
内
会
組
織
や
除
雪
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

貸
出
期
間　

７
日
以
内（
貸
出
日
、返

却
日
含
む
）

除
雪
機
設
置
場
所　

本
庁
舎
、老
人

福
祉
会
館
、南
支
所
、農
業
研
修
セ
ン

タ
ー

注
意
事
項　

①
申
し
込
み
は
、市
環

境
生
活
係
か
各
除
雪
機
設
置
場
所
の

担
当
に
、備
え
付
け
の
申
込
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。②
使
用
場
所
ま
で
の

移
送
と
返
却
は
借
受
者
が
行
って
く
だ

さ
い
。③
除
雪
機
の
燃
料
は
、借
受
者

　

母
子・父
子
家
庭
の
児
童
や
、寡
婦

が
扶
養
し
て
い
る
児
童
の
進
学
や
就
職

に
必
要
な
資
金
を
無
利
子
で
お
貸
し

し
ま
す
。

　

各
貸
付
金
の
限
度
額
は
私
立
や
国

公
立
学
校
、自
宅
通
学
や
自
宅
外
通

学
、就
学
学
年
な
ど
で
異
な
り
ま
す
。  

申
込
み
方
法
な
ど
は
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

【
就
学
支
度
資
金
】

貸
付
限
度
額

○
国
公
立
高
等
学
校　

15
万
円

○
私
立
高
等
学
校　

41
万
円

○
国
公
立
大
学　

37
万
円

○
私
立
大
学
、短
期
大
学
、各
種
専
門

学
校　

58
万
円

償
還
期
間　

20
年
以
内（
据
置
期
間

６
カ
月
）

必
要
書
類　

合
格
通
知
書

申
込
期
限　

平
成
29
年
３
月
31
日

【
修
学
資
金
】

貸
付
限
度
額（
月
額
）

○
国
公
立
高
等
学
校　

２
万
７
千
円

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、世
界
各
地
で

の
救
護
活
動
は
も
と
よ
り
、国
内
で
の

災
害
救
護
、血
液
事
業
、医
療
活
動
、

社
会
福
祉
事
業
な
ど
活
動
を
展
開
し

て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
赤
十
字
の
活

動
は
、社
員
が
納
め
る
社
費
や
、一
般
の

皆
さ
ん
か
ら
の
寄
付
金
に
よ
る
社
資
に

よ
り
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。日
赤
夕
張

市
地
区
で
は
、こ
の
社
資
募
集
を
町
内

会
、赤
十
字
奉
仕
団
の
皆
さ
ん
に
協
力

し
て
い
た
だ
き
実
施
し
て
い
ま
す
。

実
施
期
間　

年
内
ま
で（
実
施
期
間

以
外
で
も
受
付
し
て
い
ま
す
。）

　

社
資
は
全
額
、日
本
赤
十
字
社
へ
送

金
し
、日
本
赤
十
字
社
の
幅
広
い
活
動

に
使
わ
れ
ま
す
。

赤
十
字
の
社
員
と
は

　
「
社
員
」と
は
、日
本
赤
十
字
社
の

職
員
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、赤
十
字

活
動
を
理
解・支
援
し
て
く
だ
さ
る
方

の
こ
と
で
、一
般
に
い
う「
会
員
」と
同
様

の
も
の
で
す
。社
員
は
年
額
5
0
0
円

以
上
の
協
力
を
い
た
だ
く
こ
と
で
誰
で

も
加
入
で
き
、法
人
単
位
で
も
加
入
で

き
ま
す
。

　

な
お
、社
員
と
し
て
赤
十
字
活
動
に

参
加
い
た
だ
く
こ
と
を
意
義
と
し
て
お

り
、社
員
限
定
の
サ
ー
ビ
ス
の
よ
う
な

特
典
は
あ
り
ま
せ
ん
。社
員
への
加
入
、

あ
る
い
は
社
員
で
な
く
て
も
寄
付
金
の

協
力
を
通
じ
た
赤
十
字
活
動
へ
の
参

加
を
奉
仕
活
動
の
ひ
と
つ
と
し
て
考
え

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

問
合
せ
先　

日
赤
夕
張
市
地
区（
市

生
活
福
祉
係
）　  

☎
52
―
1
0
5
9

ン
ク
の
ゴ
ム
ホ
ー
ス
の
ひ
び
割
れ
に
気
が

つ
か
な
か
っ
た
た
め
、下
の
階
に
灯
油
が

漏
れ
て
し
ま
っ
た
。

◆
屋
根
の
雪
を
一
度
も
下
ろ
さ
な
か
っ

た
た
め
に
軒
先
が
折
れ
て
し
ま
っ
た
。

◆
長
期
留
守
に
し
、不
凍
液
を
入
れ
な

か
っ
た
た
め
、帰
宅
し
た
際
ト
イ
レ
の
水

が
流
れ
な
か
っ
た
。

※
い
ず
れ
の
場
合
も
入
居
者
に
多
大

な
費
用
負
担
が
発
生
し
ま
す
。冬
季

対
策
を
忘
れ
ず
に
行
って
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

市
建
築
住
宅
係

☎
52
―
3
1
1
9

の
負
担
と
な
り
ま
す
。④
借
受
者
は
あ

ら
か
じ
め
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
な
ど
に

加
入
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
受
付
開
始
日　

12
月
１
日

貸
出
開
始
日　

１
月
６
日

問
合
せ
先　

市
環
境
生
活
係

☎
52
―
3
1
0
8

○
私
立
高
等
学
校　

４
万
５
千
円

○
国
公
立
高
等
専
門
学
校 

３
万
１
千

５
百
円

○
私
立
高
等
専
門
学
校　

４
万
８
千

円○
国
公
立
大
学　

６
万
７
千
５
百
円

○
私
立
大
学　

８
万
１
千
円

○
国
公
立
短
期
大
学　

６
万
７
千
５

百
円

○
短
期
大
学（
専
門
学
校
） 

７
万
９
千

５
百
円

償
還
期
間　

20
年
以
内（
据
置
期
間

６
カ
月
）

必
要
書
類　

在
学
証
明
書

申
込
期
限　

随
時

【
就
職
支
度
資
金
】

貸
付
限
度
額　

10
万
円

償
還
期
間　

６
年
以
内（
据
置
期
間

１
年
）

必
要
書
類　

採
用
通
知
書

申
込
期
限　

随
時

申
込
・
問
合
せ
先　

市
子
ど
も・子
育

て
支
援
係　
　
　

 

☎
52
―
3
1
6
8
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ユ
ー
パ
ロ
幼
稚
園

　

平
成
29
年
度
園
児
募
集

夕
張
市
成
人
祭

ス
キ
ー
教
室
参
加
者
募
集

ク
リ
ス
マ
ス
お
は
な
し
会

新
春
書
初
大
会

　
　
　
　
　

参
加
者
募
集

教
育
行
政
の
執
行
状
況

点
検
評
価
報
告
書
の
閲
覧

ふ
る
さ
と
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
　
　
　
「
あ
ず
ま
し
い
」

問合せ先　市教育委員会　☎52―3166

放課後学習支援

募
集
対
象　

３・４
歳
児 

平
成
24
年

４
月
２
日
〜
平
成
26
年
４
月
１
日
生

ま
れ
、５
歳
児 
平
成
23
年
４
月
２
日

〜
平
成
24
年
４
月
１
日
生
ま
れ

保
育
時
間　

月
曜
日
〜
金
曜
日

午
前
９
時
〜
午
後
１
時
15
分（
行
事
な

ど
に
よ
り
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。）

延
長
保
育　

月
曜
日
〜
金
曜
日

午
後
１
時
15
分
〜
午
後
３
時
45
分

（
行
事
な
ど
に
よ
り
実
施
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。）

送　

迎　

通
園
バ
ス
が
あ
り
ま
す
。

受
付
期
間　

平
成
29
年
１
月
６
日
〜

１
月
31
日

申
込・問
合
せ
先　
ユ
ー
パロ
幼
稚
園 

☎
59
―
5
5
7
5

「
緑
風
展
」

　

夕
張
高
等
養
護
学
校
の
生
徒
が
、

美
術
や
自
立
活
動
の
学
習
活
動
で
制

作
し
た
造
形
や
絵
な
ど
の
作
品
展
。

期　

間　

12
月
15
日
ま
で

「
Ｋｏｕ・ｃａｍｅｒａ
写
真
展

ま
な
ざ
し
の
行
方
」

期　

間　

12
月
20
日
〜
平
成
29
年
１

月
13
日

い
ず
れ
の
展
示
も

と　

き　

平
成
29
年
１
月
８
日 

午
後

２
時
〜
４
時

と
こ
ろ　

清
水
沢
地
区
公
民
館

対
象
者　

平
成
８
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
９
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

方※
市
内
に
住
民
登
録
が
あ
る
方
に
は
、

12
月
上
旬
ま
で
に
案
内
状
を
送
付
し

ま
す
。住
民
登
録
を
市
外
へ
移
し
た
方

で
、夕
張
市
成
人
祭
へ
の
出
席
を
希
望

す
る
方
は
12
月
26
日
ま
で
に
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　
　

市
教
育
係

☎
52
―
3
1
6
6

と  

き　

12
月
17
日 

午
前
10
時
30
分

〜
午
後
11
時
30
分

と
こ
ろ　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

内　

容　

絵
本・紙
芝
居
、パ
ネ
ル
シ
ア

タ
ー
や
工
作
な
ど

問
合
せ
先　

図
書
コ
ー
ナ
ー

☎
56
―
6
6
0
1

対  

象　

幼
児
か
ら一般

と  

き　

平
成
29
年
１
月
11
日 

午
前

10
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

清
水
沢
地
区
公
民
館

参
加
料　

3
0
0
円

定  

員　

20
人

申
込
期
限　

12
月
26
日

持
ち
物　

書
道
用
具
一式

　

リ
フ
ト
を
使
用
し
ま
す
の
で
、リ
フ

ト
代
が
か
か
り
ま
す
。※
幼
児
ス
キ
ー

教
室
は
開
催
し
ま
せ
ん
。

申
込
み
先　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー 

☎
56
―
6
0
4
6（
月
曜
休
館
）
　

教
育
委
員
会
で
は
、平
成
27
年
度
の

主
な
事
務
事
業
の
管
理
と
執
行
状
況

に
つ
い
て
、よ
り
良
い
教
育
行
政
の
推
進

に
役
立
て
る
た
め
、自
ら
点
検
評
価

し
、外
部
評
価
委
員
会
の
評
価
と
意

見
を
合
わ
せ「
平
成
27
年
度
教
育
行

政
の
執
行
状
況
に
関
す
る
点
検
評
価

報
告
書
」と
し
て
取
り
ま
と
め
ま
し

た
。

　

報
告
書
は
、議
会
に
提
出
す
る
と
と

も
に
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。教
育
係
と
南
支
所
に
も
置
い
て

い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

市
教
育
係

☎
52
―
3
1
6
6

と　

き　

午
前
８
時
45
分
〜
午
後
５

時
30
分（
市
役
所
開
庁
時
間
）

と
こ
ろ　

ふ
る
さ
と
ギ
ャ
ラ
リ
ー「
あ

ず
ま
し
い
」（
市
役
所
２
階
）

観
覧
は
無
料
。

問
合
せ
先　

市
教
育
係

☎
52
―
3
1
6
6

※
当
日
会
場
で
も
購
入
で
き
ま
す
。

申
込・問
合
せ
先　

市
教
育
係

☎
52
―
3
1
6
6

教 室 名 ジュニアスキー教室
対  象 小学生・中学生
開 催 日 平成29年１月７・８・９・14・15日

時  間

開催場所
定  員
受 講 料
申込期限

午前10時～午後２時30分
（午前11時30分～午後１時までは昼食休憩）

マウントレースイスキー場
先着 100人

小学生5,000円、中学生6,000円
平成28年12月29日（木）

放課後学習支援

11月９日から文化スポーツセンター２階の研修室を活用し、放課後
の学習支援が始まりました。
若菜以北・富野方面にお住いの小学生対象で、毎週水曜日午後３時か

ら７時まで開所しています。参加費は無料ですが、入会時スポーツ保険
（年800円）に加入して頂きます。
定員は10名で、まだ空きがあります。友達と一緒に楽しく学習会に参
加しませんか？
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年
末
年
始
に
年
次

有
給
休
暇
を
活
用
し
よ
う

就
職
や
転
職
の
質
問・相
談
は

  

「
お
し
ご
と
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」

世
代
間
交
流
餅
つ
き
大
会

火
の
用
心

「
平
成
28
年
度
臨
時
福
祉

給
付
金
」及
び「
年
金
生
活

者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付

金（
障
害・遺
族
基
礎
年
金

受
給
者
向
け
）」12
月
５
日

　
　
　
　

申
請
受
付
終
了

み
ん
な
の
集
い

ツ
イ
ッ
タ
ー
で
の

　

防
犯
情
報
の
発
信
開
始

〜
お
と
な
か
ら
子
へ
伝
え
る
〜

　

今
年
も
、恒
例
の
世
代
間
交
流
餅
つ

き
大
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。市
内
保

育
園
、幼
稚
園
の
皆
さ
ん
への
餅
の
つ
き

方
か
ら
大
福
の
作
り
方
ま
で
伝
え
ま

す
。今
年
で
７
回
目
と
な
り
ま
す
が
、

ぜ
ひ
一
緒
に
交
流
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

夕
張
市
民
生
児
童
委
員
・
夕
老
連
女

性
部
・
長
生
き
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
が
今

年
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
し
、お
手

伝
い
い
た
だ
き
ま
す
。

と　

き　

12
月
12
日　

午
前
10
時
〜

と
こ
ろ　

老
人
福
祉
会
館

問
合
せ
先　

夕
張
市
社
会
福
祉
協
議

会　
　
　
　
　
　

☎
56
―
6
0
0
4

◆
申
請
を
お
急
ぎ
く
だ
さ
い

　
「
平
成
28
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
」

及
び「
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福

祉
給
付
金（
障
害・遺
族
基
礎
年
金
受

給
者
向
け
）」を
受
給
す
る
た
め
に
は

申
請
が
必
要
で
す
。

　

支
給
対
象
と
な
る
可
能
性
の
あ
る

世
帯
に
は
、８
月
下
旬
に
申
請
書
類
を

送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、忘
れ
ず
に
申

請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
限　

12
月
５
日（
郵
送
の
場
合

は
、当
日
消
印
有
効
。）

※
受
付
期
限
を
過
ぎ
る
と
、申
請
を

辞
退
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

※
郵
送
の
場
合
は
、消
印
の
日
付
が
ポ

ス
ト
投
函
日
と
異
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、早
め
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
が
届
い
た
方
で
も
、支
給
対

象
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※「
給
付
金
の
対
象
に
な
る
と
思
う

が
、申
請
書
類
が
届
い
て
い
な
い
」な
ど

の
場
合
は
、問
合
せ
先
へ
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。支
給
要
件
な
ど
、詳
し
く
は

広
報
ゆ
う
ば
り
９
月
号
ま
た
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

老
人
福
祉
会
館
サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん

が
、１
年
間
元
気
で
通
わ
れ
一
生
懸
命

練
習
に
励
ん
だ
成
果
の
発
表
会
を
、今

年
も
開
催
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

財
政
破
綻
後
、会
場
費
な
ど
の
経
費
を

参
加
者
自
ら
負
担
し
立
ち
上
げ
た

「
み
ん
な
の
集
い
」は
今
年
で
10
回
目
を

迎
え
ま
す
。入
館
料
無
料
。

と　

き　

12
月
５
日　

午
前
10
時
30

分と
こ
ろ　

老
人
福
祉
会
館

問
合
せ
先　

老
人
福
祉
会
館

☎
56
―
6
7
7
7

　
「
ニ
ッ
ポ
ン一
億
総
活
躍
プ
ラ
ン
」で

「
企
業
に
お
け
る
労
使
一
体
で
の
年
次

有
給
休
暇
の
取
得
向
上
」が
掲
げ
ら

れ
、「
明
日
の
日
本
を
支
え
る
観
光
ビ

ジ
ョ
ン
」で
は「
観
光
先
進
国
」に
向
け

て
、働
き
方・休
み
方
改
革
を
推
進
し
、

年
次
有
給
休
暇
の
取
得
推
進
を
一
層

促
進
す
る
取
組
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。年
次
有
給
休
暇
を
取
得
し
や
す
い

年
末
年
始
に
お
け
る
連
続
休
暇
、来
年

（
来
年
度
）の
年
次
有
給
休
暇
の
計
画

的
付
与
な
ど
の
促
進
を
図
り
ま
し
ょ

う
。

問
合
せ
先　

北
海
道
労
働
局

☎
0
1
1
―
7
0
9
―
2
3
1
1

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
利
用
す
る
時
間
が

な
く
て
、転
職
や
就
職
で
お
悩
み
の
方

は
是
非
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。詳
し
く
は

「
お
し
ご
と
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

相
談
対
応
時
間　

平
日　

午
後
５
時

〜
午
後
10
時
、土
日
祝　

午
前
10
時

〜
午
後
５
時

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎
0
1
2
0
―
9
8
7
―
7
5
4

　

年
末
年
始
は
何
か
と
慌
た
だ
し
く
、

ち
ょっ
と
し
た
不
注
意
に
よ
る
火
災
が

多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。昨
年
発
生
し

た
火
災
原
因
の
上
位
は
、放
火
、コ
ン

ロ
、タ
バコ
と
な
って
い
ま
す
。

　

火
災
の
な
い
新
年
を
迎
え
る
た
め
に

次
の
こ
と
に
留
意
し
ま
し
ょ
う
。

◇
放
火
対
策

　

建
物
外
周
部
な
ど
に
ダ
ン
ボ
ー
ル
等

の
可
燃
物
を
放
置
せ
ず
、適
正
な
保
管

及
び
処
理
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

物
置
、倉
庫
な
ど
は
、施
錠
を
行
い

管
理
し
ま
し
ょ
う
。

◇
ガ
ス
コ
ン
ロ

　

コ
ン
ロ
の
周
辺
は
整
理
整
頓
し
、可

燃
物
を
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。コ
ン
ロ
は
常
に
監
視
で
き
る
状
態

で
使
用
し
、そ
の
場
を
離
れ
る
と
き
は

必
ず
消
し
ま
し
ょ
う
。

◇
タ
バ
コ

　

吸
い
殻
は
、必
ず
水
の
入
っ
た
灰
皿
、

バ
ケ
ツ
な
ど
に
捨
て
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

◇
避
難
管
理

　

廊
下
や
階
段
は
、災
害
が
発
生
し
た

際
、避
難
通
路
と
な
り
ま
す
。玄
関
ド

ア
周
囲
や
廊
下
、階
段
に
物
品
な
ど
を

置
く
こ
と
は
避
難
障
害
と
な
り
ま
す

の
で
や
め
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先　

消
防
本
部
予
防
課

☎
53
―
4
1
2
1

　

北
海
道
警
察
で
は
、ツ
イ
ッ
タ
ー
に
よ

る
タ
イ
ム
リ
ー
な
防
犯
情
報
を
発
信
し

て
い
ま
す
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
閲
覧

可
能
で
す
の
で
、是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
も
ア
ク
セ
ス
で
き

ま
す
。

名　

称　

北
海
道
警
察
防
犯
情
報
発

信
室

ア
カ
ウ
ン
ト
名　

@
HP_seian

問
合
せ
先　

夕
張
警
察
署 

☎
52
―
0
1
1
0

◆〝
振
り
込
め
詐
欺
〞や〝
個
人
情
報

の
詐
取
〞に
注
意
！

　

申
請
内
容
に
不
明
な
点
が
あ
っ
た

場
合
、市
か
ら
問
合
せ
を
行
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、Ａ
Ｔ
Ｍ（
現
金
自
動
預

払
機
）の
操
作
を
お
願
い
す
る
こ
と
や
、

支
給
の
た
め
の
手
数
料
な
ど
の
振
込
を

求
め
る
こ
と
は
、絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

も
し
、不
審
な
電
話
が
か
か
っ
て
き

た
場
合
は
、す
ぐ
に
市
の
担
当
、ま
た

は
警
察
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

市
生
活
福
祉
係

☎
52
―
1
0
5
9
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　ゆうばり小学校にて南極クラスが行われました。
　子どもたちは、南極の氷に触ったり、越冬隊が着
る本物の防寒着を着たり、風速60ｍを体験したり
と、貴重な経験しました。

◆南極クラス　11月11日

夕
張
市
職
員
採
用
試
験

　

平
成
29
年
４
月
１
日
採
用
予
定
の

市
職
員
採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

◆
技
術
職
員

募
集
内
容　

保
健
師
、社
会
福
祉
士

受
験
資
格　

次
の
各
項
目
に
該
当
し

な
い
方
で
、採
用
後
、夕
張
市
に
居
住

可
能
な
方
。

◇
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
者

◇
成
年
被
後
見
人
ま
た
は
被
保
佐
人

◇
禁
固
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、そ
の

執
行
を
終
わ
る
ま
で
、ま
た
は
そ
の
執

行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の

者◇
そ
の
他
地
方
公
務
員
法
第
16
条

（
欠
格
条
項
）に
該
当
す
る
者

受
験
区
分

◇
保
健
師　

昭
和
59
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
た
方
。◆
保
健
師
免
許

を
有
し
、保
健
師
の
実
務
経
験
の
あ
る

方
。◆
普
通
自
動
車
免
許
を
有
す
る

方
、ま
た
は
、採
用
ま
で
に
取
得
見
込

見
込
み
の
方
。

◇
社
会
福
祉
士　

昭
和
46
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
。◆
社
会
福

祉
士
資
格
を
有
し
、相
談
業
務
な
ど
の

実
務
経
験
の
あ
る
方
。◆
普
通
自
動

車
免
許
を
有
す
る
方
。

採
用
人
員　

各
１
名

申
込
期
限  

12
月
26
日（
郵
送
の
場
合

も
、12
月
26
日
午
後
５
時
分
必
着
。12

月
22
日
以
降
の
投
函
は
必
ず
速
達
に

し
て
く
だ
さ
い
。）

選
考
試
験
場
所
及
び
日
時　

申
し
込

み
受
け
付
け
後
、受
験
者
に
通
知
し
ま

す
。

試
験
方
法  

職
業
適
性
試
験　

職
業
適
性
テ
ス
ト

面
接
試
験
な
ど　

個
別
面
接
に
よ
る

人
物
評
価

申
込
方
法　

申
込
書（
市
指
定
様
式
、

前
３
カ
月
以
内
に
撮
影
し
た
写
真
を

添
付
）、最
終
学
校
の
成
績
証
明
書

（
卒
業
後
年
数
の
経
過
に
よ
り
発
行
で

き
な
い
場
合
、卒
業
証
明
書
）、保
健
師

免
許
証
ま
た
は
社
会
福
祉
士
登
録
証

の
写
し
、返
信
用
封
筒（
定
型
の
封
筒

に
、返
信
先
を
記
載
し
82
円
切
手
を

貼
っ
た
も
の
）を
添
え
て
市
総
務
係（
本

庁
舎
４
階
）に
持
参
、ま
た
は
郵
送

※
詳
細
な
ど
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、ま
た
は

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

申
込・問
合
せ
先　

市
総
務
係

☎
52
―
3
1
7
0

Ｃ
Ｏ
．Ｃ
Ｏ
．フ
レ

　
　
　

〜
絵
本
朗
読
会
〜

　

大
型
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
通
し

て
本
の
楽
し
さ
を
体
感
し
よ
う
。

と  

き　

12
月
７
日 

午
後
４
時
15
分 

〜
５
時
15
分

と
こ
ろ　

夕
張
高
等
養
護
学
校　

食

堂問
合
せ
先　

夕
張
高
等
養
護
学
校

☎
56
―
5
5
3
0
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秋は保育園や幼稚園、小学校に各種サークルなど、さまざまな発表会が行われました。
その一部を紹介します。

◆ユーパロ幼稚園発表会　10月27日

◆ゆうばり小学校学習発表会
　10月29日

◆第22回夕張チャリティー芸能特選
　10月29日

◆沼ノ沢保育園お遊戯会　11月５日

◆第７回チャリティー歌謡会
　11月６日

◆新夕張保育園お遊戯会
　11月12日
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年
末
年
始
の
窓
口

水
道
故
障
の
受
付

自
衛
官
募
集

お
詫
び
と
訂
正

父・篤史さん　　母・晶子さん
若菜

北
村
悠
陣
ち
ゃ
ん

平
成
27
年
３
月
16
日
生
ま
れ

ゆ
う
　
じ
ん

●
戸
籍
の
届
出

  

市
役
所
は
12
月
31
日
か
ら
１
月
５
日

ま
で
閉
庁
と
な
り
ま
す
。

  

戸
籍
届
出
の
受
付
は
次
の
と
お
り
で

す
。

【
日
中
の
受
付
】

受
付
場
所　

本
庁
の
日
直

受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
30
分　
　
　

 

☎
52
―
3
1
3
1

【
夜
間
の
受
付
】

※
死
亡
届
出
の
受
付
は
し
ま
せ
ん
。

受
付
場
所　

消
防
本
部（
清
水
沢
宮

前
町
）　　
　

  　
☎
53
―
4
1
2
2

受
付
時
間　

午
後
５
時
30
分
〜
翌
朝

午
前
８
時
30
分 

問
合
せ
先　

市
市
民
係

☎
52
―
3
1
0
4

●
市
営
浴
場
の
営
業

  

宮
前
町・真
谷
地・清
陵
浴
場
は
次
の

と
お
り
の
営
業
と
な
り
ま
す
。

12
月
31
日・１
月
３
日　

午
後
２
時
か

ら
午
後
６
時
ま
で
営
業
し
ま
す
。

１
月
１
日・２
日　

休
業
し
ま
す
。

１
月
４
日
か
ら
各
浴
場
と
も
平
常
ど

お
り
営
業
し
ま
す
。

※
真
谷
地
浴
場
は
12
月
30
日
休
業

問
合
せ
先　

市
環
境
生
活
係  

☎
52
―
3
1
0
8

●
ご
み
の
収
集

　

12
月
30
日
か
ら
１
月
５
日
ま
で
の
水

道
の
故
障・不
都
合
に
つ
い
て
の
対
応
は

次
の
と
お
り
で
す
。

◆
12
月
31
日
、１
月
１
日
、３
日
、４
日

　

休
み
ま
す

◆
12
月
30
日　

　

日
管
建
設　
　

 

☎
52
―
2
5
5
1

◆
１
月
２
日

　

石
川
衛
生
工
業

☎
0
1
2
6
―
56
―
2
7
8
1

◆
１
月
５
日　

　

泉
工
務
店　
　

 

☎
52
―
2
4
3
0

※
こ
の
期
間
の
作
業
料
金
は
割
増
し

と
な
り
ま
す
。

営
業
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

市
営・道
営
住
宅
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
は
、市
建
築
住
宅
係
で
対
応
し
ま

す
。

問
合
せ
先　

市
上
下
水
道
課　

☎
52
―
3
1
5
2

市
建
築
住
宅
係　

☎
52
―
3
1
1
9

◆
自
衛
官
候
補
生（
男
子
）

受　

付　

通
年

年　

齢　

18
歳
以
上
〜
27
歳
未
満

◆
高
等
工
科
学
校
生
徒（
男
子
）

受　

付　

平
成
29
年
１
月
６
日
ま
で

年　

齢　

中
学
校
卒
業（
見
込
み
）〜

17
歳
未
満

◆
防
衛
大
学
校
学
生

　

広
報
ゆ
う
ば
り
11
月
号
掲
載
の
、平

成
28
年
10
月
１
日
現
在
の
人
口
及
び

世
帯
数
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。お
詫

び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

（
正
）人
口
８
、8
5
1
人〈
－21
人
、男

４
、0
9
2
人（
－16
人
）、世
帯
数
５
、

1
2
4
世
帯（
－11
世
帯
）

（
誤
）人
口
８
、8
5
2
人〈
－20
人
、男

４
、0
9
3
人（
－15
人
）、世
帯
数
５
、

1
2
5
世
帯（
－10
世
帯
）

平成28年11月１日　現在
人　口 8,748人(－103人)
　男 4,077人(－15人)
　女 4,671人(－88人)

世帯数 5,041世帯(－83世帯)
（　）は前月比

※住民基本台帳法の改正に伴い、
　外国人住民が含まれています。

次
号
、広
報
ゆ
う
ば
り
１
月
号
は
、

12
月
29
日
に
配
布
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

市
環
境
生
活
係 

☎
52
―
3
1
0
8

●
し
尿
汲
み
取
り
の
申
し
込
み

  

年
内
に
汲
み
取
り
を
希
望
す
る
方

は
、12
月
15
日
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

申
込・問
合
せ
先　
夕
張
環
境
清
掃
㈱

☎
56
―
6
0
0
0

受　

付　

平
成
29
年
１
月
27
日
ま
で

年　

齢　

高
卒（
見
込
）〜
21
歳
未
満

問
合
せ
先　

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力

本
部
恵
庭
地
域
事
務
所

☎
0
1
2
3
―
34
―
5
4
3
8

一般ごみ 資源ごみ 埋立処分地

12月30日 金曜日の地区 第１火曜日の地区 午前８時30分　
　～午後４時30分

12月31日～１月３日 休みます

１月４日 第１水曜日の地区

１月５日 第１木曜日の地区

休みます休みます

水・木曜日の地区 午前８時30分　
　～午後４時30分
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